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三菱重工の核融合技術革新の歩み
1960年代以来、核融合研究は名古屋大学、京都大学、日本原子力
研究所などがプラズマ実験装置の開発を進めてきました。当社も
黎明期から核融合研究に貢献し、ヘリオトロンDRやJFT-2Mなど
のプラズマ真空容器、さらにJT-60アップグレード（JT-60U）の
高精度真空容器の設計・製作を手掛け、数多くの大型実験装置の
開発を支えてきました。JT-60U向け真空容器やダイバータの設
計・製造では、原子力事業で培われた技術をもとに、3次元曲面成
形技術、CAD/CAMシステム導入などにより高い技術力を発揮し
ています。1990年代からはITER工学設計活動に参画し、トロイダ
ル磁場（TF）コイルの製作(写真１)をはじめ重要部品の開発・製
造で国際協調の核融合研究に貢献しています。ITER用ダイバータ
部品の開発では、QSTと協調し材料や溶接技術の高度化を図り、
高熱負荷に耐える実機大試験体を用いた厳しい検証をクリア、既
に4基を完成・出荷しています（写真2）。国内外のパートナーとの
連携を通じ、核融合炉実現に不可欠な技術を着実に積み上げてま
いります。

�未来へのエネルギーを切り拓く、�
三菱重工の挑戦
当社は重要機器である「ブランケット」の開発に積極的に取り組
んでいます。安全実証試験装置群をQST六ヶ所フュージョンエネ
ルギー研究所に納入し、ITERに設置されるテストブランケットモ
ジュール（TBM）に対し、熱流動特性試験や高温高圧水中での材
料特性試験、ベリリウム-水蒸気反応による圧力伝播特性試験、高
温高圧水の漏洩・噴出模擬試験など多角的な検証をQSTが進めて
います。これによりTBMの設計用データ取得と安全性確保に貢献
しています。またITER向け水平ランチャーの設計・解析やキー機
器要素の開発にも注力し、課題を一つずつ着実に解決しています
（図1）。2023年4月、内閣府から「フュージョンエネルギー・イノベー
ション戦略」が発表され、核融合エネルギーの早期実現に向けた
開発戦略が示されました。当社はこの戦略を受け、研究開発の加
速と技術革新を推進し、持続可能な社会の実現に向けて挑戦を続
けます。
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写真１　ITER向け　TFコイル初号機出荷式典

写真2　ITER向けダイバータ（OVTプロトタイプ）

図1　ITER向け水平ランチャー設計・R&D

（写真/図提供：国立研究開発法人　量子科学技術研究開発機構）


	



